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私は自宅から自転車で５分ほどの小石川植物園によく出かけます　午後３時ぐらいに入園して　閉園時刻（午後４時半）まで居るのが好きです　園内には小さな売店があって　
コーヒーや軽食も出してくれます　その売店のベンチからの眺めです　春には桜が満開のこの園内も　今はすっかり晩秋の風景です　閉園近くになると　入園者もほとんどいな
くなります　一瞬の豊かな時間でした

これが完成した絵です

１、下絵は「0.9mmのシャープペン」で描きます　横基準線と木々　それに奥の森の輪郭
あたりを　薄い線描で描いておきましょう

４、一部分だけ先に仕上げようとは思わず　全体を平等に　少しずつ色を重ねていくこ
とが大切です　木々の幹も　少しずつ影をつけながら　立体感を出していきます

２、この日はやや曇っていたので　空は「ブルー・グレー」で　地面も一応同じ色で塗っ
ておきましょう　その後地面の一部と森の奥を　薄い橙で塗っておきます

５、木々の枝と「落ち残った葉」も　一気に描こうとはせず　少しずつ仕上げていきます

３、絵の上の木々の位置がわからなくなってくるので　「ここが木ですよ」とわかるように　
薄く塗っておきます

６、「近景」が地面の落ち葉しかなかったので　右手上に枝と葉を入れました　最後にさ
まざまな色の落ち葉と　奥の森に少し濃い色を置いて　完成です


